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支
部・組
合
員
店
の
投
稿
を
募
集
中

　

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、店
名・顔
写
真
等
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
お
客
様
に
も
配
布
し
て
い
る
た
め
、貴
店
の
Ｐ
Ｒ
に

な
り
ま
す
。

　

コ
ラ
ム・
支
部
情
報
・
貴
店
の
取
組
な
ど
な
ど
、な
ん
で
も
結
構

で
す
。

　

次
回
１
４
３
号
の
投
稿
締
め
切
り
は
、８
月
末
ま
で
に
組
合
事
務

局
に
お
願
い
し
ま
す
。

令和７年６月１日
組合員総数

96店
お寿司屋さんを探すならココ

http://www.shizuoka-sushi.jp/

　
令
和
７
年
５
月
分
14
日

㈬
静
岡
商
工
会
議
所
に
お

い
て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
進
行
は
、
専
務
理
事

の
望
月
達
矢
氏
が
務
め
、

定
刻
午
後
3
時
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
司
会
者
か
ら
は
、
令
和

７
年
５
月
14
日
現
在　
組

合
員
数
96
名　
総
会
出
席

者
は
16
名
書
面
出
席
者

（
委
任
状
）
は
62
名
と
な

り
ま
す
。
組
合
定
款
に
あ

る
総
会
開
催
は
組
合
員
の

１
／
３
以
上
。
議
案
可
決

は
１
／
２
以
上
と
な
る
た

め
、
本
日
の
通
常
総
会
は

有
効
に
成
立
し
ま
す
と
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
斎
田
成
広
理
事
長
挨
拶

の
あ
と
、
各
表
彰
は
本
年

は
該
当
者
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

令
和
７
年
度
ス
タ
ー
ト
に

む
け
て

　

第
67
回
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
前
年
度
の
後
半
で

は
７
年
度
の
全
す
し
連
福

井
大
会
の
中
止
が
決
定
し

た
り
、
沼
津
支
部
で
９
名

の
組
合
員
が
退
会
し
た
り

と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き

ま
し
た
。
静
岡
県
の
組
合

員
も
96
名
と
な
り
、
初
め

て
三
桁
を
割
り
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。現
状
、我
々

の
商
売
を
と
り
ま
く
現
況

は
、
原
材
料
の
高
騰
な
ど

の
物
価
の
上
昇
や
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
・
人
件
費
な

ど
の
経
費
も
上
が
り
、
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
関
西
大
阪
万
博

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
イ
ベ

ン
ト
が
多
々
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
と
も
な
う
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
は
私
達

の
商
売
の
上
で
、
新
し
い

お
客
様
と
の
出
会
い
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
が
も
て
ま
す
。
変
化

し
て
い
く
時
代
の
中
で
い

か
に
そ
れ
と
対
応
し
て
く

い
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
組
合
員

同
士
、
情
報
を
わ
か
ち
あ

い
、
知
恵
を
出
し
あ
っ
て

少
数
精
鋭
の
組
織
と
し

て
、
鮨
組
合
の
強
み
を
生

か
し
て
令
和
７
年
度
を
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

《
本
日
の
総
会
で
承
認
さ

れ
た
議
案
》

◦�

第
１
号
議
案　
令
和
６

年
度
事
業
経
過
報
告

◦�

第
２
号
議
案　
令
和
６

年
度
「
一
般
会
計
」
収

支
決
算
報
告

　

�

令
和
６
年
度
「
一
般
会

計
」
監
査
報
告

◦�

第
３
号
議
案　
令
和
６

年
度
「
互
助
会
」
収
支

決
算
報
告

　

�

令
和
６
年
度「
互
助
会
」

監
査
報
告

◦�

第
４
号
議
案　
令
和
６

年
度
「
す
し
券
会
計
」

収
支
決
算
報
告

　

�

令
和
６
年
度
「
す
し
券

会
計
」
監
査
報
告

◦�

第
５
号
議
案　
借
入
金

限
度
額
承
認
の
件

◦�

第
６
号
議
案　
振
興
指

針
一
部
改
正
に
伴
う
振

興
計
画
変
更
承
認
定
申

請
に
つ
い
て

◦�

第
７
号
議
案　
令
和
６

年
度「
役
員
」「
委
員
会
」

「
青
年
部
」
報
告

◦�

第
８
号
議
案　
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）

発
表

◦�

第
９
号
議
案　
令
和
7

年
度
「
一
般
会
計
」
収

支
予
算
（
案
）

◦�

第
10
号
議
案　
委
員
会

報
告

　

▼
す
し
券
委
員
会

　

▼
技
術
委
員
会

　

▼�

情
報
・
業
態
問
題
委

員
会

　

▼
す
し
新
聞
委
員
会

　

▼
広
報
委
員
会

　

▼
す
し
祭
り
委
員
会

　

▼
事
業
企
画
委
員
会

　

▼
県
青
年
部

　

す
べ
て
の
議
案
が
問
題

な
く
承
認
さ
れ
、
副
理
事

長
甲
賀
進
一
氏
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
、
滞
り
な
く
す

べ
て
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　
令
和
７
年
５
月
14
日
㈬

静
岡
商
工
会
議
所
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
員
28
名
の
と
こ
ろ
、

出
席
者
16
名
、
書
面
出
席

者
（
委
任
状
12
名
）
に
よ

り
、
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し

ま
す
。

　
司
会
進
行
を
小
田
幸
寿

氏
が
勤
め
ま
し
た
。

　
青
年
部
役
員
改
正
が
あ

り
ま
し
た
。
新
部
長
に
木

谷
成
克
氏 

新
副
部
長
に

木
下
春
花
氏
と
小
田
義
明

氏 
会
計
に
中
崎
翔
太
氏

稲
葉
敏
雄
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

《
承
認
さ
れ
た
議
案
》

◦�

第
１
号
議
案　
令
和
６

年
度　

事
業
報
告

◦�

第
２
号
議
案　
令
和
６

年
度　

収
支
決
算
報
告

監
査
報
告

卒
業
・
新
規
加
入
・
退
会

者
報
告

令和７年度（第67回）

激動の時代を迎えて「通常総会」を開催
令和７年５月14日㊌  於：静岡商工会議所

　

�

新
規
加
入
に
泉
地
浩
二

氏 

百
瀬
太
陽
氏
の
２

名
を
加
え
て
中
崎
翔
太

氏
の
退
会
と
再
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。

◦�

第
３
号
議
案　
令
和
７

年
度
役
員
の
件

◦�

第
４
号
議
案　
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）

の
件

◦�

第
５
号
議
案　
令
和
７

年
度
収
支
予
算
（
案
）

の
件

　

す
べ
て
の
議
案
が
問
題

な
く
承
認
さ
れ
、
副
部
長

　

木
下
春
花
氏
の
閉
会
の

辞
で
滞
り
な
く
終
了
致
し

ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
皆
様

ま
す
ま
す

の
ご
清
栄

の
こ
と
と

お
慶
び
申

し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
度

よ
り
、
青

年
部
部
長

に
就
任
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
木
谷
で

ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
の
目

標
と
し
て
、

元
気
と
笑

顔
と
食
べ

る
を
ど
ん

ど
ん
発
信

し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

期
待
と
不
安
で
一
杯
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
指

摘
を
し
て
い
た
だ
き
一
歩

ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

ま
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
皆
さ
ん
と
も
に
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
支
援
ご
協
力
お

願
い
し
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
部
通
信

県
青
年
部

通
常
総
会

を
開
催

令
和
七
年
度（
第
二
十
回
）

理
事
長
挨
拶

青年部長
木谷 成克
（伊東支部）

総
会
式
次
第

青
年
部
長
挨
拶

川澄副理事長開会の辞事業経過報告　尾崎吉宜副理事長大鹽氏監査報告

監事　赤堀太亮氏

小田幸寿情報・業態問題委員長

齋田理事長挨拶 司会　専務理事望月達矢氏

会計報告　植田聞滋氏

総会参加者

本　　　社

関連事業所

おかげさまで70周年
誠実なセールと、迅速なアフターサービスで
経費の削減と合理化をご提案します。
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七
代
目
理
事
長

互
助
会
会
長

松
乃
寿
司
（
焼
津
）

齋

田

成

広

専
務
理
事

末
廣
鮨
本
店
（
静
岡
）

望

月

達

矢

副
理
事
長

沖
之
寿
司
（
磐
田
）

甲

賀

進

一

副
理
事
長
・
理
事
会
計
・

す
し
券
委
員
長

魚
久
（
藤
枝
）

鈴

木

久

雄

副
理
事
長
・
理
事
会
計

驛
前
松
乃
鮨
（
静
岡
）

植

田

聞

滋

副
理
事
長

す
し
処
尾
﨑
（
静
岡
）

尾

﨑

吉

宜

副
理
事
長
・
理
事
長
代
行

入
船
鮨
本
店
（
静
岡
）

川
澄
真
一
郎

監
事

袖
師
す
し
鐵
（
清
水
）

梅
本
賀
津
也

監
事

俺
ら
の
家
ま
で（
静
岡
）

赤

堀

太

亮

理
事

寿
司
実
（
焼
津
）

實

石
　

勇

理
事

の
ん
き
寿
司
（
伊
東
）

木

谷

成

克

理
事

寿
司
職
人
び
る
川
（
静
岡
）

尾
留
川
健
太

理
事

八
千
代
寿
し
鐵
（
静
岡
）

大

鹽

敦

之

理
事

入
船
鮨
本
店
（
静
岡
）

稲

葉

敏

雄

理
事

魚
竹
寿
し
（
清
水
）

千

葉

由

美

理
事

井
筒
屋
（
庵
原
）

朝

日
　

璋

常
務
理
事

さ
が
み
寿
司
（
伊
東
）

町

田
　

寛

常
務
理
事

千
鳥
寿
司
（
浜
松
）

夏

目

雅

俊

常
務
理
事

寿
し
幸
実
宇
栄
（
静
岡
）

小

田

幸

寿

常
務
理
事

吉
野
鮨
高
松
店
（
静
岡
）

西

澤

保

雄

常
務
理
事

千
代
田
吉
野
鮨
（
静
岡
）

大

塩

一

義

　

令
和
７
年
３
月
５
日
静

岡
市
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
で

鮨
商
組
合
の
中
部
ブ
ロ
ッ

ク「
静
岡
県
代
表
者
会
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
会
議
は
、
斎
田
理
事
長

の
発
案
に
よ
り
、
主
催
す

る
静
岡
県
の
鮨
商
組
合
の

負
担
が
出
来
る
だ
け
少
な

く
し
て
開
催
で
き
る
会
議

を
目
標
に
し
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

関
連
業
者
さ
ん
の
広
告

を
募
ら
ず
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
組
合
事
務
所
の

プ
リ
ン
タ
ー
で
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
組
合
役
員
が

製
本
に
当
た
り
ま
し
た
。

当
日
の
昼
食
は
、
川
澄
副

理
事
長
に
お
願
い
し
て
入

船
鮨
南
店
を
貸
し
切
り
に

し
て
い
た
だ
い
て
格
安
な

料
金
で
立
派
な
昼
食
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
無
理
言
っ
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）

ま
た
、
静
岡
駅
か
ら
昼
食

会
場
の
入
船
鮨
南
店
ま
で

の
道
案
内
に
は
組
合
青
年

部
の
皆
さ
ん
が
、
静
岡
県

の
鮨
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
法

被
着
用
で
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

午
後
の
１
時
か
ら
理
事

長
会
が
、
２
時
30
分
か
ら

本
会
議
が
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

魚
竹
寿
司
の
千
葉
氏
の

司
会
、
甲
賀
副
理
事
長
の

開
会
の
こ
と
ば
、
斎
田
理

事
長
の
歓
迎
の
こ
と
ば
に

続
い
て
で
浅
野
全
連
会
長

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
各
県
の
理
事
長

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
田
理
事
長
が
議
長
に

選
出
さ
れ
議
事
が
進
行
し

ま
す
。

　

浅
野
全
連
理
事
長
の
全

国
す
し
連
事
業
執
行
状
況

報
告
で
は
、
現
在
の
鮨
商

組
合
を
取
り
巻
く
数
々

の
問
題
点
が

あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
全
連

に
よ
る
全
国

共
通
す
し
券

の
販
売
の
終

了
、
各
種
仕

入
れ
材
料
の

価
格
の
高
騰

や
地
域
地
区

や
、
経
営
形

態
に
よ
る
経

営
環
境
の
大

き
な
違
い
な

ど
（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の

有
る
無
、
一

般
店
と
有
名

高
級
店
の
集

客
の
差
な

ど
）
の
報
告

静
岡
県
代
表
者
会
議
に
参
加
し
て

県すし組合の県旗

令和７年度

役 員 紹 介

［役員構成］
  執　行　部　12 名
  理　　　事　  7 名
  監　　　事　  2 名



静　岡　鮨　商　新　聞　　　令和７年６月 10 日 第 142 号⑶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
連
と
し
て
鮨

を
日
本
の
独
自
の
文
化
と

し
て
先
頃
ユ
ネ
ス
コ
の
文

化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
日

本
食
に
続
い
て
登
録
を
目

指
し
て
ゆ
く
方
向
性
や
、

最
近
と
み
に
頻
度
を
増
す

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

手
数
料
の
軽
減
を
求
め
て

い
く
た
め
の
働
き
か
け
を

続
け
て
行
く
こ
と
な
ど
の

報
告
も
有
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

各
委
員
会
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

福
井
県
の
理
事
長
か
ら

本
年
10
月
に
開
催
予
定
の

全
国
す
し
連
福
井
大
会
の

中
止
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。大
変
残
念
な
事
で
す
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
次
期

開
催
県
の
石
川
県
の
寺
西

理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

望
月
副
理
事
長
の
閉
会
の

言
葉
で
無
事
に
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
講
師
に
鈴
木
一
行

氏
と
緒
形
リ
ア
氏
を
迎

え
「
地
方
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木

一
行
氏
は
「
琉
球
伝
統
株

集
団 

琉
神
」
を
立
ち
上

げ
静
岡
を
拠
点
に
全
国
世

界
規
模
で
の
講
演
活
動
を

展
開
中
で
す
。
緒
形
リ
ア

氏
は
、
静
岡
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

等
身
大
の
言
葉
と
透
き
通

る
よ
う
な
歌
声
で
、
聴
く

人
の
心
に
そ
っ
と
寄
り
添

う
音
楽
を
届
け
続
け
て
い

ま
す
。

　

お
ふ
た
り
の
静
岡
を
拠

点
と
し
て
全
国
を
対
象
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
お
話

は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　

同
じ
く
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
で
行
わ
れ
た
懇
親
会

は
、
川
澄
副
理
事
長
の
開

宴
の
言
葉
に
始
ま
り
斎
田

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
挨

拶
の
の
ち
、
来
賓
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
浅
野
全
連

会
長
、
旭
屋
出
版　

取
締

役
副
理
事
長
の
永
瀬
正
人

氏
、
各
商
社
の
紹
介
の
後

　

犬
飼
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
副

会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始

ま
り
ま
し
た
。
途
中
で
鈴

木
一
行
氏
と
緒
形
リ
ア
氏

の
共
演
の
楽
曲
披
露
も
あ

り
盛
況
の
う
ち
に
、
寺
西

石
川
県
理
事
長
の
万
歳
三

唱　

望
月
副
理
事
長
の
閉

会
の
言
葉
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
静
岡
の
街
中

に
繰
り
出
し
て
二
次
会
、

三
次
会
と
続
き
夜
の
三
時

ご
ろ
ま
で
頑
張
っ
た
つ
わ

も
の
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
無
事
に
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
「
静
岡

県
代
表
者
会
議
」
が
終
了

し
ま
し
た
。
参
加
し
て
い

た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。

洞江水産
ド ウ コ ウ

静岡市出身、大学進学とともに沖縄へ
沖縄では米軍基地等でロックバンドでライブなどの音楽活動
を行っていたが沖縄の文化、音楽に目覚め、エイサー、三線
を始める。
エイサーでは地元のプロ団体に所属し、リーダーとして活躍
する。
2001　自分自身の表現と芸術性を高めるために独立
　　　  「琉球伝統歌舞集団　琉神」を立ち上げる。
全国活動を行うために日本の中心地、生まれ育った静岡に帰
郷、静岡を拠点とする。
現在、主宰として、舞台構成・演出、若手の育成等を行いな
がらマルチプレイヤーとして活躍している。表現の場を世界
に求め海外公演の実績が豊富で、全国世界規模での公演活動
を展開中である。
沖縄在住時に琉球民謡協会、登川琉　金城みゆき師範より師
事を受け、三線奏者・講師としても評価が高い。TV 出演や
年間 80 公演以上の島唄ステージ、年間 120 回以上の教室を
開催する。三線オンラインレッスンも開講中。
ミュージックフェア　「夏川りみ・一青窈・BOA/ 涙そうそう」
ミュージックフェア　「お中元（中孝介・元ちとせ）/ 春の行人」
他

鈴木 一行 プロフィール

1984 年 11 月 29 日

音楽家家族の元、静岡市で生まれる。

西奈幼稚園、西奈南小、静岡雙葉学園、文化女子大学卒業

18 歳で上京

大学卒業後に歌手活動をスタート

2010　グループ結成

2014　初ソロシングル

2021　ライバーデビュー　　

2021　3rd アルバム「ノンフィクション」発売

2022　「静岡まつり」出演

　　　  �「静岡いいねぇ。届け隊」に参加し観光 PR 活動に 

励む

2023　�春　20年過ごした東京から静岡に移住、「卓球療法士」

の資格獲得

虹色に輝くカラフルな声とメッセージ性の強い楽曲

飾らない天真爛漫なキャラクターで活躍中！

緒形 リア プロフィール

浜松 千鳥寿司
夏目 雅俊
（常務理事）
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戦
後
80
周
年

　

新
し
い
年
度
も
始
ま
り

そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
環
境

の
変
わ
る
中
で
希
望
に
満

ち
た
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
こ
の
４
月
か

ら
娘
二
人
が
家
を
出
て

（
残
念
な
が
ら
結
婚
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
久
し
ぶ

り
の
嫁
さ
ん
と
の
二
人
暮

ら
し
…

　

子
供
が
い
な
い
と
こ
ん

な
に
会
話
が
減
る
ん
だ

な
、
家
は
こ
ん
な
に
静
か

な
ん
だ
な
と
思
い
つ
つ
久

し
ぶ
り
に
広
く
感
じ
る
家

の
中
で
い
つ
に
な
く
の
ん

び
り
と
穏
や
か
に
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

今
年
度
組
合
で
は
諸
事

情
に
よ
り
福
井
県
の
全
国

大
会
が
中
止
に
な
る
と
い

う
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
が
、
世
間
で
は

４
月
に
開
幕
し
た
関
西
・

大
阪
万
博
が
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
大
阪
の
仲
間
は

会
場
内
に
出
店
す
る
な
ど

寿
司
を
武
器
に
大
阪
の
街

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
令
和
７
年
は
戦
後

80
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。
戦
後
生
ま
れ
の
私

た
ち
が
戦
争
を
歴
史
を
見

つ
め
な
お
す
良
い
機
会
に

な
る
と
思
い
あ
る
特
攻
隊

員
の
言
葉
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
牛
一
頭
」「
鳥
一
羽
」「
魚

一
尾
」
動
物
の
数
え
方
は

死
ん
だ
後
に
「
何
が
残
る

か
」
だ
。

　

２
０
２
５
年
３
月
末
を

も
っ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
サ
イ
ン
認
証
（
Ｐ

Ｉ
Ｎ
バ
イ
パ
ス
）
が
原
則

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
従
来
サ
イ
ン
で

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
た

決
済
方
法
が
使
え
な
く
な

り
、暗
証
番
号
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
）

の
入
力
が
基
本
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
変
更
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
を
目
的
と
し

て
お
り
、

不
正
利
用

の
リ
ス
ク

を
減
ら
す

た
め
の
措

置
で
す
。

例
え
ば
、

一
万
円
未

満
の
タ
ッ

チ
決
済
で

は
引
き
続

き
暗
証
番

号
な
し
で

利
用
で
き

る
場
合
も

あ
り
ま
す

が
、
そ
れ

以
上
の
金

額
で
は
暗

証
番
号
の

入
力
が
必

要
に
な
り

ま
す
。

電
気
保
安
協
会
か
ら
の

電
話

　

電
気
保
安
協
会
を
名
乗

る
営
業
電
話
は
詐
欺
の
可

能
性
が
高
い
で
す
。
実
際

の
電
気
保
安
協
会
は
、
電

話
や
訪
問
に
よ
る
勧
誘
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詐
欺
の
手
口
と
し
て

は
、
電
気
料
金
の
削
減
や

設
備
の
点
検
を
名
目
に
個

人
情
報
を
聞
き
出
し
た

り
、
高
額
な
費
用
を
請
求

し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
不
審
な
電
話
を
受

け
た
場
合
は
、
以
下
の
対

策
を
取
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
：

◦�

相
手
の
会
社
名
、
連
絡

先
、
担
当
者
名
を
確
認

し
、
実
在
す
る
か
ど
う

か
調
べ
る
。

◦�

電
気
料
金
や
契
約
内

容
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
な
い
。

◦�

不
審
に
感
じ
た
場
合

は
、
電
力
会
社
や
保
安

協
会
に
直
接
問
い
合
わ

せ
る
。

　

詐
欺
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
慎
重
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に

関
す
る
電
話

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回

線
に
関
す
る
セ
ー
ル
ス
電

話
は
、
主
に
代
理
店
が
契

約
を
促
進
す
る
た
め
に
行

う
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

代
理
店
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
提
携
し
て
お
り
、

契
約
を
獲
得
す
る
こ
と
で

報
酬
を
得
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
悪
質
な
代
理

店
も
存
在
し
、
以
下
の
よ

う
な
手
口
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
：

◦�

実
際
の
料
金
よ
り
も

安
い
金
額
を
提
示
し
て

契
約
を
促
す
。

◦�

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
な
ど
の
大

手
企
業
を
名
乗
り
、
信

頼
性
を
装
う
。

◦�

契
約
内
容
を
十
分
に

説
明
せ
ず
、
後
で
不
利

な
条
件
が
判
明
す
る
。

　

光
回
線
の
契
約
を
検
討

す
る
際
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
信
頼
で
き
る
代

理
店
を
通
じ
て
行
う
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
無
料
掲

載
す
る
電
話

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
無
料

掲
載
サ
ー
ビ
ス
は
、
信
頼

で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

注
意
が
必
要
な
も
の
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
プ
レ
イ
ス
な
ど
の
公

式
サ
ー
ビ
ス
は
、
無
料
で

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
掲
載
で

き
る
信
頼
性
の
高
い
選
択

肢
で
す
。

　

た
だ
し
、
以
下
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
：

◦�

条
件
を
確
認
：
無
料
掲

載
と
い
い
つ
つ
、
有
料

オ
プ
シ
ョ
ン
や
追
加
費

用
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◦�

提
供
元
の
信
頼
性
：
提

供
元
が
公
式
な
企
業
や

信
頼
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

個
人
情
報
の
取
り
扱

い
：
不
要
な
個
人
情
報

を
求
め
ら
れ
る
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　

特
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

取
材
を
し
て
、
一
通
り
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
終
わ
っ
た

後
に
「
半
年
も
し
く
は
一

年
の
み
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
機
器

の
設
置
を
頼
ま
れ
る
場
合

は
ほ
ぼ
詐
欺
と
疑
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。

　

信
頼
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
集

客
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
認
知
度

向
上
に
役
立
つ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
電
話
が
煩
わ

し
い
場
合
は
、
以
下
の
対

策
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
：

◦�
電
話
番
号
を
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
。

◦�

不
審
な
電
話
に
は
個

人
情
報
を
提
供
し
な

い
。

◦�

総
務
省
や
消
費
者
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

　

な
ど
し
て
無
駄
な
不
利

益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
怪
し
い
セ
ー
ル

ス
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら

組
合
の
ラ
イ
ン
で
情
報
の

共
有
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

人
は
「
一
名
」
つ
ま
り
名

前
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

大
切
な
「
名
」
に
恥
じ
る

こ
と
な
く
生
き
て
い
る

か
。

後
悔
せ
ず
生
き
る
た
め
に

は
、「
能
力
」
よ
り
「
在
り

方
」、「
知
識
」
よ
り
「
行
動
」

読
む
べ
き
も
の
は「
空
気
」

よ
り
「
自
分
の
心
」

明
日
人
生
が
終
わ
る
と
思

っ
て
学
び
な
さ
い
。

永
遠
に
人
生
が
続
く
と
思

っ
て
学
び
な
さ
い
。

　

平
和
な
時
代
に
生
き
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私

た
ち
は
時
間
を
大
切
に
使

い
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
積
極
的
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！

　

ま
ず
は
大
阪
万
博
行
っ

て
こ
よ
う
か
な
…

　

暗
証
番
号
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
、
必
要
に
応
じ

て
カ
ー
ド
会
社
に
問
い
合

わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
対
応
の

カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
な
取
引
が

可
能
で
す
。

　

く
り
か
え
し
ま
す
。
金

額
が
一
万
円
未
満
の
タ
ッ

チ
決
済
を
除
き
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
時
に
は
、

お
客
様
に
暗
証
番
号
（
Ｐ

Ｉ
Ｎ
）
の
入
力
が
必
要
で

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
と
の
入
金
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
に
は
暗
証

番
号
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
）
で
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
）
は
４
桁
の

数
字
の
こ
と
で
す
。  

理
事
長
の

ひ
と
り
ご
と

クレジットカード
サイン決済廃止

松乃寿司
齋田 成広
（理事長）

浜松 千鳥寿司
夏目 雅俊
（常務理事）

浜松 千鳥寿司
夏目 雅俊
（常務理事）

不
誠
実
な
セ
ー
ル
ス
電
話
に

ご
注
意
を

おかげさまで創業 95 年
SANO かびブロック工法

（防かび・防藻・抗菌・除菌・防腐）

佐野塗装㈱
静岡市駿河区中田１丁目１番20号

電話　054-285-7191
Ｅメール　info@sanotoso.com


